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女
ひと
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ひと
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第20号

はじめよう!

■特集：

■セミナー報告

人生100年時代です！
自分らしく輝き続けるための男女共同参画
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特
集

人生１００年時代です！
自分らしく輝き続けるための男女共同参画

　人は、誰もがその人らしく輝く存在です。今は人生１００年時代と言われ、２００７

年に日本で生まれた子どもは１０７歳まで生きる確率が５０％もあると言われていま

す。そこで今号は、人生１００年時代を自分らしく輝き続けるためのヒントをお伝え
します。

　まず、人生１００年時代と聞いてどんな期待や不安や本音があるか、アンケート
や取材でみなさんの声を聞きました。

　上記以外にもたくさんのご意見、ご感想をいただき、半数以上の方がポジティブなイメー

ジをお持ちでした。主なご意見をまとめると以下のポイントが見えてきました。

一、健康を維持していく

一、家庭内のコミュニケーションを大切にする

一、老後資金の確保や自分なりの生きがいを見つける

一、家事や地域活動などに積極的に参加する

一、これからの不安やプレッシャーに負けない

今は元気だが、十数年後が
不安。健康を維持したい。
（60代女性）

妻にも頑張って働いてもら
いたい。（40代男性）

夫には定年後、ボケないよ
うに、家事や地域活動をし
てほしい。（50代女性）

ボランティアなどの
地域活動をはじめま
した。（30代女性）

夫婦でお互いをよく話
あい、良い関係を築いて
いきたい。（40代男性）

夫とはほとんど会話がない。
夫婦２人だけになったことを想
像すると、このままではいけな
いと感じる。（50代女性）

こどもが、みんな家
を出ているので、体
が弱った時が不安。
（50代男性）

新しいことに挑戦したいと
思います。夫や家族にも挑
戦してほしい。（60代女性）

人生100年もあるとプレッシ
ャーを感じる。（30代女性）

地域活動に参加したい。
趣味を広げたい。
（70代女性）

年金以外の収入を考えない
と。（60代女性）

夫婦でお互いの自由を認め
合い、仲良く人生を全うし
たい（70代男性）

地域活動、公民館行事に積極的
に参加したい。（70代男性）
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なぜ今、人生１００年時代といわれるの？

　政府は、人生１００年時代構想を掲げ、誰もが夢に向かって頑張ることができる社

会、いくつになっても学び直しができ、新しいことにチャレンジできる社会をめざし

ています。最近のデータなどからは健康寿命
＊
が伸びていき、教育⇒仕事⇒引退とい

う直線的な人生から、その人にあった様々なステージを行き来する人生に変化してい

くことが示されています。

性別などにとらわれずいきいきと暮らすために男女共同参画の考え
方が必要になります。人生１００年時代を生きるヒントとして男女共同

参画について次のページで少しおさらいしましょう。

36,276人

10年前（Ｈ20）

（平成30年厚労省調べ） （平成27年データ厚労省調べ）

＊健康寿命：健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間。

69,785人

（Ｈ30）

直線的な人生

様々なステージを行き来する人生

教育・

学びなおし

会社勤め

起業するなど会社

以外での働き方

地域活動・

ボランティア活動

教　育

仕　事

引退

次に…

背景やイメージを見てみると・・・・

１００歳以上の高齢者数の増加

ライフステージの変化

健康寿命の上昇

男性 ７２.１４ 歳

女性 ７４.７９ 歳

そこ
で…

　長い人生、自分らしく輝き続けるためには、様々な立場や価値観の人とのコミュニケーシ

ョンが重要となります。家庭、学校・職場、地域社会など様々な場面で相手を認め、お互い

を尊重しあうことがこれまで以上に必要になるのではないでしょうか。
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今さら聞けない！？

家　庭

学校・職場

地域社会

男女共同参画ってこういうこと！

なるほど！

平成１５年に入間市男女共同参画都市宣言＊が宣言されて、１５年が経過しま

したがまだまだ「男女共同参画」という言葉があまり浸透していません。

ここでは私たち市民が目指す男女共同参画についておさらいします。

●男性も女性も、子どもも、高齢者も、障がい者も、誰もが

家族の一員として、尊重され、お互いに支え合い、家庭生活

を築きます。

●掃除、洗濯、食事の支度や後片付け、育児、介護など、

あらゆる場面で家族全員が協力して分担します。

●固定的な性別役割分担意識に基づく古い慣習が見なおさ

れ、一人ひとりがお互いの行動や考え方を尊重します。

●性別や年代を超えて、自治会など地域の意思決定の場へ

様 な々人が参画し、豊かで住みよい地域づくりに貢献します。

＊平成１５年１１月に宣言された宣言文です。

　わたしたちは、あらゆる分野において女性も男性も一人ひとりが

特性と能力を十分発揮し、対等の立場で参画するとともに責任を

分かち合う男女共生社会の実現に向けて、ここに「男女共同参画都

市」を宣言します。

一、わたしたちは、男女が性別にとらわれず個人として尊重し合う

ことを大切にし、共にかがやき、いきいきと暮らす「入間」を

めざします。

一、わたしたちは、男女がお互いに対等な立場で、政治・経済・社

会・文化などのあらゆる活動に等しく参画する元気な「入間」

をめざします。

一、わたしたちは、男女が家事・育児・介護などを分かち合い、互

いに支え合う、思いやりあふれた「入間」をめざします。

一、わたしたちは、男女が国際社会の一員として共に協力し、平和

を愛する香り豊かな緑の文化都市「入間」をめざします。

入間市男女共同参画都市宣言

●性別にとらわれず、一人ひとりの個性や能力を伸ばすよう

な教育が行われ、子どもたちもお互いの個性を尊重します。

●職場の意思決定の場において男女が対等に参画し、活力

ある経営が行われます。

次ページでは知識経験者の

話を聞いてみましょう。

男女共同参画とは、性別や年齢にかかわ

りなくお互いを思いやり、それぞれの個

性を発揮し、みんなが自分らしく幸せな

人生をおくることを目指すものです。
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～フリートーク～

男女共同参画と
人生１００年時代

　ここでは、知識経験者である男女
共同参画アドバイザー会議委員＊の
みなさんに特集テーマに関連して
「男女共同参画と人生１００年時
代」について座談会形式でお話を
聞きました。 

＊男女共同参画に関する事業等について男女共同参画審議会委員を経験された方や知識経験者の方から助言をいたただいています。

人
生
１
０
０
年
時
代

　
　
　
　
　
　

の
イ
メ
ー
ジ
は

仕
事
は
た
く
さ
ん
の
人
に
出

会
い
、
人
生
が
豊
か
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

周
り
の
人
と
心
地
よ
い
関
係

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

大
切
な
こ
と
は
お
互
い
を
尊

重
し
合
う
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

１
０
０
年
時
代
は
、本
当
に
大

切
な
こ
と
は
何
か
考
え
続
け

る
こ
と
が
必
要
と
感
じ
ま
す
。

過
去
と
比
べ
た
男
女
共
同
参
画
、

　
　

そ
し
て
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

清
水　

実
際
に
考
え
て
み
た
時

に
、
30
歳
代
、
40
歳
代
の
若
い
時

代
が
延
長
さ
れ
て
100
歳
ま
で
元
気

で
生
き
ら
れ
る
時
代
な
ら
良
い
で

す
が
、
自
分
の
健
康
寿
命
が
ど
れ

だ
け
な
の
か
な
ど
、
心
配
は
多
い

と
思
い
ま
す
。

　
久
保
庭　

健
康
で
そ
の
人
ら
し
く
、 

「
そ
れ
ぞ
れ
の
人
権
を
尊
重
し
て

個
性
と
能
力
を
高
め
あ
う
入
間
」

の
理
念
に
あ
う
よ
う
な
形
で
長
く

生
き
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ

と
が
重
要
で
す
よ
ね
。

　
山
本　

突
然
人
生
１
０
０
年
時
代

と
い
う
言
葉
が
出
て
き
た
印
象
が

あ
り
ま
す
。
幼
い
時
か
ら
自
分
の

人
生
が
100
歳
だ
と
い
う
心
構
え
が

あ
る
と
人
生
設
計
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
が
、
急
に
寿

命
が
延
び
る
印
象
を
多
く
の
人
が

持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
↘

↙
そ
の
よ
う
な
状
況
で
個
人
が
ど

う
対
応
し
て
い
く
か
考
え
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

荒
岡
　
私
は
こ
の
ま
ま
元
気
で
過

ご
せ
て
い
た
ら
仕
事
は
続
け
た
い

で
す
。
仕
事
で
今
の
年
齢
で
や
っ

て
い
る
伝
え
方
と
100

歳
で
の
伝
え

方
は
変
化
す
る
と
思
い
ま
す
。
100

歳
ま
で
元
気
で
仕
事
が
で
き
る
の

で
あ
れ
ば
楽
し
み
で
す
。

清
水
　
過
去
と
比
べ
て
、
女
性
の

就
業
率
に
つ
い
て
全
体
的
に
上
が

っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
必
要
に

迫
ら
れ
て
と
い
う
部
分
は
あ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
働

き
た
い
と
い
う
意
志
が
実
践
で
き

て
い
る
と
い
う
部
分
で
少
し
ず
つ

進
ん
で
き
た
の
か
な
と
感
じ
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
ま
だ
管
理
職
が
少

な
い
と
か
、
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

る
と
思
い
ま
す
。

久保庭委員山本委員

荒岡委員清水委員
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荒
岡　

仕
事
を
す
る
う
え
で
、
男

性
と
女
性
が
お
互
い
が
張
り
合
っ

て
い
く
の
で
は
な
く
、
お
互
い
が

い
い
と
こ
ろ
を
尊
重
し
合
う
意
識

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
若
い
世

代
で
は
、
そ
れ
が
普
通
に
な
っ
て

い
る
感
じ
が
し
ま
す
。

山
本　

家
庭
の
中
で
の
男
女
共
同

参
画
的
な
要
素
が
と
て
も
大
切
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
今
ま

で
家
族
が
担
っ
て
い
た
役
割
や
機

能
が
、
ど
ん
ど
ん
社
会
に
出
て
き

て
い
ま
す
。
家
庭
で
は
、
男
だ
か

ら
女
だ
か
ら
と
い
う
固
定
的
な
考

え
で
は
な
く
、
お
互
い
が
尊
敬
し

合
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
お

互
い
に
サ
ポ
ー
ト
し
あ
い
な
が
ら

で
な
い
と
出
来
な
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

清
水　

長
生
き
を
し
て
い
く
と
な

る
と
、
現
在
と
は
い
ろ
い
ろ
変
わ

っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
何
が
大

切
か
と
い
う
こ
と
を
早
い
う
ち
か

ら
考
え
な
が
ら
生
き
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
人

は
、
ひ
と
り
で
は
生
き
て
い
け
な

い
の
で
、
み
ん
な
で
考
え
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

山
本　

今
は
ひ
と
り
で
生
き
て
い
け

そ
う
な
気
が
す
る
時
代
だ
と
思
う
ん

で
す
。
で
も
絶
対
ひ
と
り
だ
け
で
は

生
き
て
い
け
な
い
。
人
と
の
関
わ
り

の
な
か
で
人
が
社
会
を
作
る
わ
け
で

す
が
、
社
会
の
基
本
に
は
家
庭
や
家

族
が
存
在
す
る
よ
う
思
い
ま
す
。
家

族
っ
て
い
う
の
は
結
婚
し
た
相
手
だ

け
で
な
く
、
自
分
の
親
子
や
兄
弟
も

含
め
て
で
す
。
そ
う
い
う
人
に
育
て

て
も
ら
っ
て
大
き
く
な
っ
た
気
が
し

ま
す
。

久
保
庭　

男
女
性
別
か
か
わ
り
な
く

社
会
性
を
い
か
に
人
と
し
て
保
っ
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
人
と

関
わ
ろ
う
と
す
る
人
は
自
分
を
高
め

て
い
き
ま
す
。
１
０
０
年
生
き
る
に

は
準
備
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
体

も
そ
う
で
す
が
自
分
で
自
分
の
心
を

整
え
て
い
く
と
い
う
部
分
も
大
切
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

 クローズアップ

　本紙作成にあたり、地域のリーダーである自治会長（１２０人）に、男女共同参画について

のアンケートをお願いしました。回答された約８割の方々が女性の地域活動への参加を求め

ていることがわかりました。地域社会での女性の活躍が期待されています。女性も男性もこ

れまでの意識や視点を変え、自分のため、地域のために地域活動に参加してみませんか。

【主な回答】

 問 　自治会長・自治会役員などで

　　　運営・方針を決定する役職に

　　　女性が就くことについて、

　　　どのように思いますか。

回答　意欲と能力のある女性は

　　　どんどん役職についてほしい

　　　８１．７％

問　「男は仕事、女は家庭」などの男女の固定的な役割分担の考え方をどのように思いますか。

回答　そうは思わない　　　　　　　　　５９．２％

　　　どちらかといえばそうは思わない　１９．４％

　　　どちらかといえばそう思う　　　　２０．４％

女性の特性を生かせる

地域活動で、役職に就

いた方がよい　

１７．２％

わからない　１％

意欲と能力のある女性

はどんどん役職に就い

てほしい　

８１．７％
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活
動
内
容

　

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
を
相
談

で
き
る
仲
間
づ
く
り
や
子
ど
も
を
自
由
に
遊
ば
せ
な
が
ら
、
子
育
て

の
こ
と
生
活
環
境
の
こ
と
な
ど
の
様
々
な
悩
み
を
気
軽
に
話
せ
る

『
居
場
所
』
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
と
一
緒
に
参
加
す
る
と
、
親
子
で
新
た
な
気
づ
き
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

開
催
日
時
は
毎
月
第
２
、
第
４
の
木
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま

で
、
場
所
は
入
間
市
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
（
イ
ル
ミ
ン
２

階
）
の
子
供
室
で
す
。
０
歳
児
か
ら
就
園
前
の
乳
幼
児
と
保
護
者
の

方
、
大
歓
迎
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
か
ら
一
言

　

少
し
で
も
親
子
の
支
援
に
な
れ
ば
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
我
々
も

お
子
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
な
く
、
男
性
ス
タ
ッ

フ
も
い
ま
す
。

関
心
の
あ
る
方
は
左
記
に
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

元
気
な
入
間
」
と
市
は
協
働
で
、
定
年
退
職
後
や

還
暦
後
も
趣
味
や
様
々
な
活
動
に
意
欲
的
な
シ
ニ

ア
層
で
あ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
を
支
援
す
る
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
何
か
活
動
し
て
み
た
い
け
れ
ど
、
ど
こ
か
ら

始
め
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
思
っ
て
い
る
方

を
、
地
域
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
で
い
る

た
め
に
鳥
越
俊
太
郎
さ
ん
に
聞
い
て
み
よ
う
！
」

な
ど
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
も
事
業

展
開
し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
左
記
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

入間市では、自治会をはじめ、地域社会でいきいきと活躍されている方々がたくさんいます。

その中から２つの活動を紹介します。

おわりに…

　今回、人生１００年時代を自分らしく輝きつづけるためのヒントとして特集を組みました。 

「人生１００年時代」と言っても見えない部分が多いのが、みなさんの正直な感想かと思います。

　これからの時代を自分らしく生きるためには、男女共同参画という性別や年齢にとらわれず一人

ひとりが尊重される考え方やお互いを思いやる気持ちが大切ではないでしょうか。

　この情報紙ビギンをきっかけに、人生１００年時代について身近な誰かと話をするなど、できる

ことからはじめてみましょう。「Begin　はじめよう！」

11
月
に
開
催
し
た
講
座
の
様
子

入間市社会福祉協議会

（地域福祉担当）

☎2963-1014

NPO法人まちづくりサポート

ネット元気な入間

☎2964-2511（市民活動センター）

子
育
て
サ
ロ
ン
わ
い
わ
い

い
る
ま
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア

　
　
　
　
　
「
余
生
与
世
」
事
業
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入間市女
ひ と

と男
ひ と

の情報紙「Begin はじめよう！」は

　 ２０号を迎えました！

市からのお知らせ
「
平
成
30
年
度
男
女
共
同
参
画

　
セ
ミ
ナ
ー
公
開
講
演
会
」

　
　
　
　 

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
12
月
８
日
、
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
活
動
室
１
（
イ
ル
ミ
ン
３
階
）

に
て
（
有) 

み
か
ん
山
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
代
表
取
締
役
に
よ
る
講
演
会
を
開
催

し
、
多
く
の
市
民
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
「
人
生
１
０
０
年
時
代
！
～

ま
だ
ま
だ
輝
き
た
い
、
人
生
こ
れ
か
ら

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
人
生
１
０
０
年
時

代
を
生
き
る
ヒ
ン
ト
に
つ
い
て
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
い
く
つ
に
な
っ
て
も
人
生
チ
ャ
レ

ン
ジ
！
」
、
「
新
し
い
出
会
い
が
人
生

を
豊
か
に
す
る
」
と
語
る
辻
氏
の
講
演

に
は
、
誰
も
が
イ
キ
イ
キ
と
生
き
る
た

め
の
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い

ま
し
た
。

入間市市民生活部人権推進課【男女共同参画推進センター】  
〒358-0003　入間市豊岡4-2-2
TEL　04-2964-2536
FAX　04-2964-2539
メールアドレス　danjyo@ictv.ne.jp
ホームページアドレス  http://irumadanjyo.seesaa.net/

※入間市女
ひと

と男
ひと

の情報紙「Begin はじめよう！」は
　第４次いるま男女共同参画プランに基づいて発行されています。

平成31年3月

原田　寛子

（有）みかん山プロダクション代表取締役

辻　イト子 氏

発　行 発 行 日

バックナンバーは男女共同参画推進センター（イルミン２階）でご覧いただけます。

わたしたちが

編集協力員です

イラスト

これからもよろしくお願いします。

※相談員の状況で変更する場合有

女ひ
と

と
男ひ

と

の
情
報
紙
は
、
男
女
が
共
に
輝

き
、
い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

参
考
と
な
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

楽
し
い
紙
面
作
り
に
は
皆
さ
ん
の
ご
意

見
や
ご
感
想
が
必
要
で
す
。

　

編
集
協
力
委
員
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

大
島　

光
恵

原
田　

寛
子

宮
﨑　

房
枝

諸
井　

和
江

祝


